
NAGOYA GAKUIN GLE巨 CLUB
第 5回 リ サ イ タ ル
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――一定期演奏会によせて

名古屋学院高校長    大 西    寛

満州の戦争が次第に拡大されていく頃、私は中学の新入生でした。 小学校で「 思巨愛二 _ご 1,ラ 教えいれ

て来て、初めての中学校での修身の時間に、先生がのっけに「 ハアー島で育ては 一 」と歌、らたしたので、

あっけにといれました。 「 娘十六恋心― 」と大きな体で、近眼の目を細めて歌っている先生がとても印

象的でした。

やがて、この歌は歌詞が悪いか%変えろということになり、そして歌ってにな%な い歌だということにな

りました。 ようやく、その時先生が教えようとされたことが判ったような気がしましたo
☆         ☆         ☆

近ごろはテレビ・ FM・ ステレオなどの普及で高校生諸君の間にも音楽愛好家がずい分多いようですが、

自わ作詩・作曲をし、歌うということはまだまだのようです。

今夜は、学院の生徒諸君が作詞・作曲した作品も発表されると聞いています。 なにをどのように訴えるか
を楽しみにしています。

メンバーは良い演奏をしたいとがんばって練習してきたと思いますが、あるいは期待ほどではないかも知

れません。 若い生徒たちのカーばいの演奏に、お聞き下さる皆さまのご批判とご激励ないただければ幸い
に存じます。

名古屋学院宗教部長   柴 山   満

みんなで歌おう 生活のあらゆることを
たとえ下手でもまず くっても

心かい楽 しもう

コンクールもいい のど自慢 もいい
だが本当に我々の生活のなかから出てこないものは年とともに消えていく。 時には懐 しの「 何 々」とし

ては残っても。

最近の若い人達から歌はとり除けないだろう、やっと生活の中に入って来たような気がする。 私達の生
活の中に歌が、音楽が定着 した時、それは技術だけでな く、形骸でもない本当の音楽が生れてくるだろう。

生徒諸君の作ったうたが歌われるという。 未熟で幼稚かも知れない。 だがみんなが自分の中かい生み

出す時こそ、本当の意味で音楽が生れるのではないだろうか。

歌がみんなのものになるように、期待 と激励を′

(戦後、グリークラブ再建の時、顧間として柴山先生にお世話いただきました。)
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Iオルフェオンのミサより
オルフェオン運動について
18世紀イギリスで、グリーと呼ばれる男古合唱

が流行 し、これを歌うクラブが各地で出来ました。

これがグリークラブの名の起 りですかい、本来は

男声合唱団をさすもののようです。 この影響で
ドイツに、 リーダーターフェル・リーダークラン

ツと呼ばれる大合唱運動が起 ります。 や 遅ゝれ

て、フランスでは 01L・ ウィリアムという人が

学校教育の一環として、合唱運動を起 し、後にこ

れが社会人のアマチュア男声合唱運動に発展 しま

した。

教会が音楽の中心だった時代が終ると、合唱は

このようなアマチュアの合唱運動に支えられてき

たと言ってよいで しょう。 このフランスの合唱
運動が、オルフェオン運動で、1840年には初め

てのコンクールが開かれ、大会なども開かれるよ

うになって、多大の影響を及ぼ しました。 グノ
ーやサンサーンスなどもこのオルフェオンのため

に作品を書きました。

しかし、このオルフェオン運動 も、 ドイツの合
唱運動 も、今では 下火になってしまいました。

それをまねて作られた日本の合唱連盟 も、今、何

か重大な曲 り角に来ているように思えなす。 え

')そ
うなことを言 うようですが、合唱だけに閉じ

こもってしまい、他の音楽の分野かい孤立 してし

まって、閉鎖的になっていたのが、その原因の一

つではないでしょうか0 合唱の後進国日本は、
これい諸外国の合唱運動に、その成果は勿論のこ

と、欠点をも学ばなければならないと思いますo

今日歌 うミサ曲は、やは リオルフェオンの大会

のために二人の作曲家が協力して作山 したもので

す。 その中かい、 G■ Or■ aを中心に三曲、部
分的に改訂 して歌いなすo

(渡辺利雄・佐々木伸尚)

Kyrie
Glo r ia
Agnus Dei

A.Adam作 曲

A.Adam作曲

F・ Ha■ 6vy作曲

なぜミサ曲を歌うのか

合唱という形態で歌 う題材は、独唱とは違って、

個人的な感情などはふさわしくないようです。

恋などは、やは リー番合唱に不向きなものかも知

れません。 教会が人々の生活に大 きな位置を占
めていた時代には、 ミサで唱える内容は、普遍的
なものであったのです。 だかいこそ、それが合
唱で歌われるようになったのでしょうo

現在でも、キリス ト教信仰の有無にかヽわいず、

ミサの言葉は普遍的な意味をもってt/ヽ ます。 地
には平和が善意の人々にあるようにとの祈 りは、

その中心です。 だから僕たちも、歴代の信徒た
ちと共に、 DOna nOb iS paCem 平和を与
え給えと歌 うのです。

(佐 々木伸 尚 )
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Ⅲ 友情出演
ザ金太郎ズ

あなたの信じるものは

俺の欲 しいものは

ころ しやのブルース

12弦 ギ タ ー

リー ドギター

セカン ドギター

ヴ ォ ー カ ル

コン トラ バ ス

ザ金太 郎ズ公演記録

'69 6月 15日

6月 29日
8月 17日
9月  6日
10月 10日
11月  2日

1012月 ぅる日

'70 1月 15日
2月  7日

2月 14日
3月 26日
4月  8日

野 孝 司詞曲

野 孝 司詞曲

志真子 詞
五 郎 曲

神
　
神

西 尾
中 川

神

力]

力「

カロ

金

野

藤

藤

藤

沢

孝 司
裕 之

裕

真 澄
勇 治

岡林信康フォークコンサー ト

(岐阜)

サンデーフォーク

岐阜 フォークアマチュア大会

東海 ラジオ出演 12日 放送

名高愛校祭

高田渡 フォークコンサー ト (

岐阜)

ビデォジョッキー OBOテ レ

ビ

桑名市成人式 (桑名)

私生連 FFの集い フォーク
コンサー ト (淑徳学園)

名高 。hま つ り (名高)

リサイタル (中区役所)

ヤング720 0 B Oテ レビ

フォークグループザ金太郎ズ
とそのメンバー

今から一年にど前、神野と加藤裕が何かやろう

とグループをつ くり、神野が 12弦 ギター、裕が

バンジョーを弾いていましたo たまたま練習を
見ていた、金沢 と加藤裕之が加わ り、 リー ドギタ
ーとコンバスで、何 とな〈形が出来上 りました。

ひょんな事から、東海 ラジオι′C出 ることになり

練習をしていたところ、神野が急にガラガラ声に

なったので、ヴォーカルに加藤真澄が加わり、今

の形にな りましたo 今年の 3月 26日 に中区役

所で リサイタルを開きましたが、 4月 28日 にヤ

ング 720と いう、大変非教育的なテレビ番組
`′

て

出演 したため、文部省より解散命令が出まして (

?.′ )一応解散 しました。
前からの約束で、グリーの発表会に出ましたが

これで本当にお別れです。

加 藤1  裕  ブルースが好きですo 目立た
ない存在ですが、縁の下の力持ちで、貴重な存在

です。

加 藤 裕 之  大変な意地っばりですが、内心
は弱虫です。 立派なギタリストになるのが夢で
す。

加 藤 真 澄  上の二人と何の関係 もあ りませ
ん。 二人とも赤の他人ですo とてもよい声で
すが、力強 さが足 りないのが欠点でしょうか。

金 沢 勇 治  とても器用で、色々な楽器を弾
きこなしますo 出来れば、ずっと歌いつづけた
いそうですo

神 野 孝 司  今年の 8月 からフォークキャン
プに加わって、歌いながわ、日本一周するそうで

す。 作品も多数ありますので、彼の作 った歌を
歌って下さる方、グループがありました%ご連絡
下さいo

D
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V 仲間のうた

死んだ男の残 したものは

さ す い い

芹の匂いの思い出は

明 日 を夢 見 て

たった一つのもの

朝日の中で誓 う若者の歌

春 は 来 るの か

死 ん だ 女 の 子

川
満
沢

谷
武
矢

高 田

鏡 味

神 野

岩 佐

赤羽根

俊太郎 詞
徹 曲

清 弘詞曲

純 一詞曲

敏 幸詞曲

孝 司詞曲

敏 弘詞曲

竜 一詞曲

詞
曲

卜
三ッ雄

メ
―Ｉ
Ｈ

ク

ー

ヒ
外

編 曲  佐々木 f申  尚

独   唱 利 雄
勝 利
電  ~

雅 己
準 士
正比呂 (器楽部)

純 一
基 弘
勇 治

ギ タ ー

渡 辺
中 村
赤羽根

加 藤
深 川
宗 像
高 田
小 倉
金 沢

フルー ト

ピアニカ

打 楽 器

コンバス
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おれたちの歌を
佐々木 イ申 尚

お前は歌 うな

お前は赤ままの花やとん(′すの羽根を歌 うな

風のささやさや女の髪の毛の匂いを歌 うな

すべてのひよわなもの

すべてのうそうそとしたもの

すべての物憂げなものを溌き去れ

すべての風情を接斥せよ

もっばい正直のところを

腹の足 しになるところを

胸先きを突 き上げて くるぎりぎりのところを歌え

たたかれることによって弾ねかえる歌を

恥辱の底から勇気をくみ来る歌を

それいの歌々を

咽喉をふ くいまして厳 しい韻律に歌い上げよ

それいの歌々を

行 く行 く人々の胸廓にたたきこめ

この歌は、中野重治の「 歌 」という私の大好き

な詩である。 歌をつ くろうとする人達に他に言
うことはない。 又歌おうとする人々にもこのこ
とを言いたいo しか し残念ながら、今ほど、こ

うではない歌が氾濫 している時はない、今ほど本

当の歌が少ない時はない。

黒人たちにとって黒人霊歌がそうであったよう

に、自いの生活の中から湧き出る歌を、胸の底か

わ突き上げてくる歌を、創ろうではないか。 そ
れを聞 くことによって仲間が慰められ、励まされ

るような、おれたちの歌をうたおうではないか。

動 く者たちが、明日への希望と勇気に、お互いに

手を取 り合って立ちあがるような、そんな歌声を

日本の 空に響きわたらせようではないか。
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一一―クラブの 1年

'69 2月 28日

4月  7日
6月 22日

6月 2
8月
～ 1

10月 10日

11月 30日

12月
12月

'70 2月  7日
3月 13
～16日

4月  7日
6月 13日
6月 21日

6月 28日

7月 22日

第四回 リサイタル (於 中区投所ホール)

客は少なめ、空席多 しoし かし演奏は上出来。ホント。
入学式サーヴィス

県合唱祭 (於愛1-1子 文化講堂)

一年生は初舞台で音 ■下るし、足はガクガク・・・・・・・・・・ 。
菊里高合唱部と交流会
合宿 (於 白鳥町石徹白

'朝か %夜 までコーラスと トランプの猛練習。
名高文化祭

「 グリーがあんなにうまいなんて」と大好評・・・・・・・信じいれない。

愛知県合唱コンクール (於南山高校)

もし男声の部だけない高校で第 1位。ホン トは 3位。
教会音楽発表会 (於中央教会)

黒人霊歌を歌って、その声に神様 もビックリ (?)。
学校 クリスマスサーヴィス
メサイヤ演奏会 (於 公会堂)

金城学院グリー及びオーケス トラといっしょに。練習の時に横ばかり見ていて、目が片
寄 った奴がいた°/
フォークの集い (於淑徳高校)

強化合宿 (於 河和)

メシはまずい し、練習はキビシイし、あゝやせちゃったァー。

入学式サーヴィス

菊里高校合唱部と交流会
県合唱祭 (於勤労会館)

新人生はコチコチ、コーラスは下るし、ギターと合わないし、良かったのは、拍子木の

音だけ・・・・・・。あ―あo

岐阜県合唱祭招待演奏 (於岐阜市民会館)

こんどはバッチリ。でもやっば リコチコチはとれない。意外に皆気が弱いo

第 5固定期演奏会 (於中電ホール)
さてどうなることやら・・・・・・・・。

名 古 屋 学 院 の方御 優 待
メガネの相 談 は

中 区 万 松 寺 通 り 東 入 口
(上前津交 叉点北へ 2筋西入 る)

小 沢 眼 鏡 店
丁EL代 (251)8364

日
　
　
日

８

８

２

日

日

１

２

２

２

２

２
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Ｉ
Ｉ

10月 19日
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司
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夫

彰
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尚
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博
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敏

隆

　

慎

野

野

味

野

藤

崎

大

水

鏡

水

伊

柿

年
　
　
年
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めんばあ
と っ ぷ て な 一 せ か ん ど て な 一  ば り と ん ^t す

3年

2年
1年

″ィ^～イク
レ．才

「チャイコフスキー」を聞き
「 トルス トイ」を語る友と共に

。オ料理●」1'キ″
名ll出 :||「 中区鶴 重1町 (ユ タカ ビル )

′
「 卜〕I´ (941)4500
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安

谷
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佐
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田

岩
　
小

吉
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清

士
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一　
順

藤

杉

川

加

若

深年

司
　
範
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目
　
田

夏

吉

雄

治

夫

一
幸

尋

彦

浩

出
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勇

日
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正

千
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辺

沢

田

田

内
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柄

村
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金

安

高
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水

長

木

年

　

　

年

　

　

　

年

３
　
　
　
　
　
２
　
　
　
　
　
　
　
　
１

赤羽根

2年 大 野 章 義

玉 井 信 之

山 田 具 成

郎

行

己

一貢　
善
　
雅

井
　
田

藤

青

西

加

尚

雄

弘

伸

利

基

木
　
辺

倉

々佐
　
渡

小

問
　
長

長部

顧

部

副
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STEREO RECORD

チ ヨ ,デ ″ ワ
名古屋市中区錦 3-11-29 カガミビル3F

TEL 231-0267

ス テ レオ レ コー ドは
12イ ンチ  35枚 よ り出来 ます。

その他 各 サ イ ズ レコー ドも製 作 し
て い ます。
私 共 は現 在 考 え られ る最 高 の 機

器 類 を使 用 して録 音 して居 ります。
これ は皆 さ んの演 奏 をいつ も最 高
の 状 態 で と らえ る事 を心 掛 け て い
るため です。

Mo鴻


